
三ツ又沼ビオトープにおける
多様な主体と連携した保全管理の紹介

関東地方整備局
荒川上流河川事務所 河川環境課 1



荒川の概要

（出典）荒川水系河川整備計画
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川幅は日本一！

荒川の特徴

中流域の荒川
鴻巣市と吉見町の間を流れる荒川
川幅は2,537メートル
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三ツ又沼ビオトープの位置

（出典）荒川水系河川整備計画をもとに作図 4



川越市

荒
川→

三ツ又沼はかつての入間川と荒川が合流していた場所。
約７０年前に川の流れが付け替えられ、沼として残っている。
昔からの荒川の自然や生きもの、風景が今に受け継がれている。

三ツ又沼

昔の入間川

昔の荒川

三ツ又沼ビオトープの成立ち

※H25.9撮影

入
間
川→

三ツ又沼ビオトープの場所
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今昔マップ on the webより作成

荒
川

入
間
川

荒
川

入
間
川

70年前 今

元々は荒川と入間川の合流点
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ゴミ・残土の投棄

三ツ又沼ビオトープのオープンまでの経緯

当時の状況
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項目

造成年 2001年（Ｈ13）

面積 約13 ha

延長 約1.3km

幅 70～80ｍ（沼周辺）

河床勾配 1/2800

荒川距離標（河口からの距離） 48km

三ツ又沼ビオトープの概要
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現状の三ツ又沼
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市 民

管
理
方
針

管
理
計
画

三ツ又沼ビオト－プ

保全管理

○植生管理･調査
○動物調査･生息
地管理
○水管理調査
○美化・清掃など

作業･環境教育
の実施・協力

草・ごみ処分、
広報

広報
作業個人参加

助言・指導

作業参加
環境教育の推進

調
整

調
整

作業実施･指導、
観察、情報収集

あらかわ市民環境
サポーター事務局

あらかわ市民環境サポーター（三ツ又沼）

作業参加・
協力

教育関係機関

関心 参加

地方自治体

河川管理者

専門家

地元自治会

地域団体

環境団体

推進会議

三ツ又沼 ビオトープ ＊＊＊パートナーシップによる保全管理＊＊＊

あらかわ市民環境サポーター事務局
荒川上流河川事務所

・作業の調整、広報
・環境教育の推進
･会議の運営 など

三ツ又沼ビオトープパートナーシップ推進会議
関係する人達が、三ツ又沼ビオトープの保全・管理･利

用の方針などについて話し合います。

三ツ又沼ビオトープ保全調整ミーティング
環境団体・あらかわ市民環境サポーターの方々を中
心に定期的に集まり、具体的な保全管理作業の進め

方の確認･協力や情報交換をします。

三ツ又沼ビオトープをよくするために必要な、保全管理作業の方法や時期、自
然の状況などについて、いろんな人が関わり、一緒に
○考える ○計画する ○取り組む ○調べる ○調整する
○報告する ○見守る ○見直す

など、協力しています。

・三ツ又沼ビオトープ保全管理計画（カルテ）の作成
・保全管理作業の調整、登録及び結果報告
・見回りや調査の結果の報告及びデータの蓄積
・自然観察会の企画の調整及び運営 10



～三ツ又沼保全調整ミーティングの様子～
約３ヶ月に１回程度の開催

三ツ又沼 ビオトープ ＊＊＊パートナーシップによる保全管理＊＊＊
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三ツ又沼 ビオトープ ＊＊＊保全管理の主な内容＊＊＊

①外来植物の除去
②竹林の拡大の抑制
③希少植物の生育環境の保全を
目的としたヨシ刈り・火入れ
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①外来植物の除去

アレチウリ / 特定外来生物
・北アメリカ原産
・一年草（ツル植物）
・トゲがある実ができる

トゲトゲの実

オオブタクサ/ 生態系被害防止外来種

・北アメリカ原産
・花は春～秋（8～10月より前）

セイタカアワダチソウ/ 生態系被害防止外来種

・北アメリカ原産
・高さ3～4mに成長
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②竹林の管理

竹林の整備

枯死したハチクの伐り出し

粉砕機排出竹チップ
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③ヨシ刈り・火入れの効果確認について

希少植物の保全のため、効果的かつ効率的にかく乱を起こす
手法として火入れを実施。

ハナムグラ

環境省RL：絶滅危惧Ⅱ類
埼玉県RDB：絶滅危惧ⅠＢ類

エキサイゼリ

環境省RL：準絶滅危惧
埼玉県RDB：絶滅危惧ⅠＡ類

火入れの目的
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Ｒ３年度に火入れを実施
様々な主体の協力により、2022年1月21日に火入れを実施。

ヨシ刈り・火入れの効果確認について
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Ｒ３年度の希少植物調査結果
（群落面積）

エキサイゼリ：約388㎡、
ハナムグラ ：約12㎡を記録。

ヨシ刈り・火入れの効果確認について

Ｒ４年度の希少植物調査結果
（群落面積）

エキサイゼリ：約1,711㎡、
ハナムグラ ：約64㎡を記録。
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希少植物調査結果

２ヵ年ぶりの火入れによって、希少植物の群落面積が
Ｖ字回復した。
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主な重点的な取組

様々な主体との連携

→保全管理の促進

→普及広報の促進
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三ツ又沼ビオトープにおける保全管理の連携主体の推移コロナ禍
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保全管理活動の推移と参加延べ人数

コロナ禍
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H29年度保全管理活動の実施回数と
参加延べ人数の主な割合

約 ３／４

約 １／３
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1．行政・事務局による対応

ハンマーナイフモア使用時の様子

緑の回廊 北側 除草後緑の回廊 北側 除草前

『植生管理除草』
日 時：令和4年7月13日（水）～15日（金）

10：00～16：00

実施主体：あらかわ市民環境サポーター事務局
参加人数：3名（事務局3名）
実施内容：緑の回廊、緑の回廊沿いの農道脇、 駐車

場の除草
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『三ツ又沼の自然観察及び外来種除去と竹林整備』
日 時：2022年5月6日（金）

12時00分～15時00分
実施対象：武蔵野銀行
参加人数：約90名
実施内容：三ツ又沼ビオトープの自然観察

外来種駆除
竹林整備
自然保護に関するワークショップ

外来種駆除

竹林整備 活動後の集合写真

2.企業・団体による活動
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『三ツ又沼の自然観察及び外来種除去と竹林整備』
日 時：2022年5月10日（火）

9時30分～15時00分
実施対象：浦和高等学園
参加人数：約90名
実施内容：三ツ又沼ビオトープの自然観察

外来種駆除
竹林整備

自然観察

外来種除去 竹林の整備

３.環境教育
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新・サポーター制度の認定・活動フロー

◆ステップ1

〇WB上の個人サポーター登録フォー
ムに氏名（団体名）、連絡先、参加
希望のプロジェクトチーム等を記入
し、登録申請をする。

◇荒川が好きな個人、団体、企業等
◇荒川をもっと知りたい個人、団体、企業等

◇荒川の環境を守り育てたい個人、団体、企業等

◆ステップ2

〇ホームページやSNS等でプロ
ジェクトチームが開催するイベン
ト情報を入手し、環境調査、保全
管理作業、講座等に参加する。

イベント参加時に腕章を支給

◆ステップ3

〇プロジェクトチームのメンバーとして、現地活
動や会議・打ち合わせ等に参加する。

希望者は、SAITAMAリバーサポー
ターズの個人サポーターにも登録し、
埼玉県の支援制度も活用する。

定期的に講習会等を受講し、
個々のレベルアップを図る
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プロジェクトチームの設立

＜目的＞
・活動の目的・内容、役割分担、体制等の再認識
・サポーター加入の簡易化（加入しやすくする）
・サポーター制度の認定条件の撤廃
・団体サポーター、企業サポーターへの対応（増やす）

＜先行プロジェクトチームの進め方＞
・多様な主体のニーズに即した活動
・プロジェクトによっては活動期限を設定（3年程度）
・活動に賛同するサポーター有志でスタート
・サポーターへの負担増を避けるため既存の取組とのコラボレーション
⇒段階的に新規プロジェクト参加者による主体的な活動へ

・（既存）荒川の草花を育てようプロジェクトチーム
・（既存）荒川ハンノキプロジェクトチーム
・（新規）荒川の生きもの博士を育てるプロジェクトチーム→R4年6月始動
・（新規）荒川の氾濫原環境再生プロジェクトチーム→R4年11月始動予定

＜これまでの成果＞
「荒川ハンノキプロジェクト」ならびに
「荒川の草花を育てようプロジェクト」の
実施により、学校等の継続的な参加に
つながった。
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＜ミッション＞

＜主な活動内容＞

荒川の草花を育てようプロジェクトチーム

＜主な対象＞

荒川の在来植物の栽培を通じて、生物多様性の保全や担い手の育成を図る。
また、活動を通じて、多様な世代間の交流を図る。

個人、団体（教育機関、企業、福祉施設、環境団体ほか）

荒川の自然を守る会、上尾の自然を守る教職員の会、エンハンスネイチャー上尾、

埼玉県生態系保護協会上尾支部、川島町立つばさ南小、上尾市立平方北小、富士見小、
大石北小、太平中、埼玉県立いずみ高校、
しののめキッズパーク保育園、白ばら学園第2こどもの家、社会福祉法人ウィング、※太郎
右衛門地区：川島町立つばさ北小

現地：在来植物の生育調査、播種、植え戻し、植生管理、種取

現地以外：プランター等での在来植物の栽培

＜事務局＞あらかわ市民環境サポーター事務局

＜メンバー＞
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『プロジェクト参加校への種まきレクチャー』
日 時：
令和4年5月2日（火）大石北小学校
令和4年5月11日（水）上平小学校
令和4年5月11日（水）平方北、富士見小学校
令和4年5月12日（木）つばさ南、しののめキッズパーク保育園、福祉法人ウィング
令和4年5月13日（金）太平中学校科学部
実施対象：ハンノキ・草花を育てようプロジェクト参加団体
参加人数：各校、園20～30名
実施内容：草花を育てようプロジェクトにおける種まきレクチャーをオンラインにて実施

種まきレクチャー時の様子

荒川の草花を育てようプロジェクト
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荒川の生きもの博士を育てるプロジェクトチーム

＜ミッション＞

＜主な活動内容＞

＜主な対象＞

将来の担い手となる子どもたちに、荒川の
自然環境と触れ合うための自然体験の機会
を創出する。

個人（小学生とその家族）
※指導・運営として個人（専門家）、団体（企業、環境団体ほか）

水辺や草地の生きもの調査を通じた自然体
験活動

＜事務局＞サポーター有志

子育ての一環参加者ニーズ
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企業との連携促進

武州入間川プロジェクト

実施主体：
・武州ガス（株）
・（公財）埼玉県生態系保護協会
・荒川上流河川事務所

内容：

・入間川流域で環境保全活動を行って
いる市民団体や学校等を支援するた
めに活動を助成。

三ツ又沼ビオトープでは、
このプロジェクトを積極的に紹介し、
市民団体や学校、県教育委員会の
保全管理の道具購入費や

現地までの交通手段の確保（バスの
チャーター費）などを支援。
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今後の課題

１．市民参画の持続性の確保
（特に指導的立場のサポーターの獲得）

２．保全管理の省力化

３．コスト
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